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そ

ラン
を推進した。また

の

、身近な実践活動を表

他

彰し、環境問題への関

　

心を高めるとともに実

】

践者の拡大を図ること

【

を目的に「ひらつか
環

協

境大賞」を創設した。

働

この「ひらつか環境大

：

賞」には、個人、団体

】

、コツコツ特別賞の３

目

部門に1,000件を

的

超す応募をいただ
き、

・

審査を経て、表彰を行

目

った。これらにより地

標

球温暖化対策を推進す

事

ることができた。

Ａ：
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２.事業の検証
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標
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成果指
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事
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業
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担

23年度
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の検証結果

事

平成20年度  実施

業
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フ
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総合計画

ト

の
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根
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拠
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法

暮らし方を定着させる

令

位置付け
03 3 環境

等

負荷の少ないエネルギ

対

ー利用を進める
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□
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市民が温暖化問
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題に理解を深め、温暖

受

化防止対策に積極的に

益

取 地球温暖化対策を推

者

進するため、地球温暖

事

化対策地域推進計画
り

業

組むことにより、地域

期

から排出される二酸化

間

炭素が削減され の周知

委

を図るとともに、地球

託

温暖化防止に向けた市
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民行動を促
ています。
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地球温暖化対

め

策については市民の関

る

心も高く、更なる拡大

方

・充実を推進していく

策

。また、市民活動団体

業

等との協働など、事業

有

の
推進方法等について

効

検討を進めていく。

事

性

業を拡大・充実させて

継

いくため、市民活動団

続

体等との協働、事業の

に

推進方法等について検

よ

討を進めていく。

地球

る
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果

コツコ
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について検討する必要
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がある。
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今後に向けた課題の分析
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●□ を促
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評
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○
□
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□

高

である。 ○
■
□ 地球温

事
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業
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目

れて
○
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的
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がある。
●
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□
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市
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の推進方法等について

の

検討する必要がある。
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